
化し、水際の多様性が低下しています。また、落
差改修により、落差工下流の深みが消失しました。
このような状況を懸念した市民団体から、今後
の河川改修の改善に関する相談が寄せられました。
サポートセンターでは、市民団体に講師を派遣し
て合同現地見学会を行い、現地にて河川改修に関
する以下のアドバイスを行いました。

① 余裕のある高水敷幅を縮小するとともに、護岸
工法を 5分勾配とし、低水路幅を拡幅して水際
の多様性を高める。

② 落差工下流の洗堀対策として、水辱池を設ける
ことで、これまであった深みを保全する。

以上のアドバイスは、合同現地見学会後に提案書
としてとりまとめ、サポートセンターから市民団体
に提供し、今後の活動の一助としていただきました。

４．おわりに
今後もサポートセンターの活動が、多自然川づ
くりの普及、川づくりの質の向上の一端を担うも
のとなるよう、これまでの経験と蓄積された情報
を踏まえて、技術的な支援を継続していくととも
に、多自然川づくりに関する情報発信に努めてい
きたいと考えております。

１．はじめに
平成 2年に開始した多自然川づくりの推進に合

わせて、（公財）リバーフロント研究所では全国の
多自然川づくりの活動を継続的に支援しています。
本稿では、令和元年度の活動内容について報告い
たします。

２．多自然川づくりサポートセンターとは
「多自然川づくり」においては、「多自然川づく
り基本指針」（平成 18 年 10 月）や「中小河川に関
する河道計画の技術基準（以下、中小河川技術基
準）」（平成 20 年 3 月策定、平成 22 年 8 月改訂）
を基本としつつも、具体の現場毎にその適用を考
えることが必要です。しかし、川づくりの技術や
知見の普及・適用、多自然川づくりの具体の事例
に関する情報共有と人材育成、さらに住民・NPO
等との連携などが課題となっています。
上記課題に対応するため、現場に対する技術的な

支援、市民との連携の強化、川づくりに関する相談
窓口、情報共有などを目的として、平成 20年 2月、
リバーフロント研究所に「多自然川づくりサポート
センター（以下、サポートセンター）」を設置しました。
サポートセンターの目的は下記のとおりです。
（1）技術資料の作成・公表
（2）技術の普及・人材育成
（3）河川整備の現場からの問い合わせ対応
（4）川づくりのプロセスに関するサポート

３．令和元年度の活動
本年度に実施した活動の一例として、ここでは
合同現地見学会を踏まえて河川改修に関するアド
バイスを実施した事例を紹介します。
対象河川は、表層地盤が砂礫で構成され、表流
水が地下に浸透し、瀬切れが発生する河川です。
一方で、処々に湧水があり、湧水が豊富な区間には、
多様な水際が形成されています。特に落差工下流
には、流水により深みが形成され、渇水時に水生
生物の避難場所として機能しています。
しかし、河川改修を実施した区間では、コンク
リートブロック護岸を設けたことで、流路が固定

多自然川づくりサポートセンターの活動状況について
自然環境グループ　研究員　末永匡美

図︲1 未改修区間の現況 図︲2 改修済み区間の現況

図︲3　 低水路幅の拡幅イメージ（出典：多自然川
づくりポイントブックⅢ H20/ リバーフロ
ント整備センターを基に一部加筆）

図︲4　水辱池設置イメージ

多自然サポートセンター問合せ先
E-mail：tasizen ＠ rfc.or.jp

続いては、かつて治水目的のみで整備された都
市河川の親水性向上や自然環境再生の事例として、
事業実施中の柳川、旱溪排水、緑川を視察し、各
現場技術者より事業概要を紹介頂きました。

５．おわりに
本技術交流において各現場を丁寧に案内頂いた台中

市政府水利局及び市民団体の皆さま、またシンポジウ
ム運営を含む技術交流全体を支援頂いた逢甲大学の皆
さまに厚く御礼申し上げます。引き続き、JRRNとして
台中市と日本の河川分野の橋渡しを努めてまいります。

１．はじめに
当研究所が事務局を務める日本河川・流域再生

ネットワーク（以下、JRRN と呼ぶ）では、2008
年より計 7回、台湾の行政機関や大学、NGOの来
日視察団を受入れ、河川再生に関わる技術交流や
国内行政機関との交流支援を担っています。
2019 年 12 月上旬に台湾中部に位置する台中市

を訪問し、河川再生シンポジウム参加及び河川再
生事業現場の視察を通じて技術交流を行いました。

２．河川再生シンポジウム（大台中河川復育論壇）
台中市政府水利局及び逢甲大学水利発展セン

ター共催によるシンポジウムが開催され、都市河
川再生の歩みや事例、川づくりの市民連携や啓発
を主テーマに双方の経験を共有しました。
台中市内の河川管理を担う台中市水利局では、

2014年より市内6河川（緑川・柳川・筏子溪・黎明溝・
旱溪排水・山腳大排）を対象に、洪水防御・水質改善・
親水空間創出を 3本柱とする河川再生事業に着手
しています。計画立案から事業実施段階までの地
域住民の参画、またグリーンインフラに象徴され
る緑の機能を活かした環境配慮設計など、試行錯
誤を重ねながら新たな川づくりに挑戦しています。

３．台中市内の河川再生現場での技術交流
台中市のランドマークとなるような水辺の観光

スポットとして整備された筏子溪の親水広場を案
内頂いた後は、10 年前に埋め立て計画が持ち上が
りながら、地域住民の保全要望を受け官民協働で
始まった黎明溝の川づくりを視察しました。環境
整備や環境教育を担う市民団体の方々より、黎明
溝でのこれまでの活動の歩みや自然環境の変化等
をご説明頂き、市民と行政が連携した川づくりの
経験を主テーマに交流しました。

台湾・台中市政府水利局との都市河川再生に
関わる技術交流報告

技術参与／日本河川・流域再生ネットワーク（JRRN）代表理事　土屋　信行
水循環・水環境グループ研究員／日本河川・流域再生ネットワーク（JRRN）事務局　和田　彰

河川再生シンポジウムでの記念撮影

柳川での環境配慮設計に関わる現場説明

黎明溝で活動する市民団体との交流
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